
（１） 調 査 実 施 方 法 ： 郵送配布回収、無記名自記式

（２） 調 査 時 期 ： 平成２５年９月～１０月

（３） 調 査 地 域 ： 広島市全域

（４） 調 査 対 象 者 ： 広島市内に居住する就学前児童（０～５歳）及び就学児童（６～１１歳）のいる世帯

（５） 抽 出 方 法 ： 住民基本台帳より、居住区及び平成２５年４月１日現在の満年齢別に区分し無作為抽出

（６） 標 本 数 ： 就学前児童：８，０００世帯　　就学児童：５，５００世帯

（７） 送付数及び回収数

平成２５年１２月

広島市こども未来局

調査の概要 

◆就学前児童

対象となる

子どもの年齢
送付数 回収数 回収率

0 2,500 1,144 45.8%

1 1,350 626 46.4%

2 1,350 619 45.9%

3 931 418 44.9%

4 965 404 41.9%

5 904 384 42.5%

不明 18

就学前児童　計 8,000 3,613 45.2%

◆就学児童

対象となる

子どもの年齢
送付数 回収数 回収率

6 1,307 579 44.3%

7 1,353 605 44.7%

8 1,340 583 43.5%

9 502 244 48.6%

10 511 235 46.0%

11 487 230 47.2%

不明 12

就学児童　計 5,500 2,488 45.2%

全体 13,500 6,101 45.2%

平成２５年度 

子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

調査結果概要編 



- 1 -

いる／ある  

94.2 

91.8 

いない／ 

ない  

3.4 

5.7 

不明  

2.3 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 

就学前児童（3613） 
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Ｑ 子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できる場所はありますか。 

（ｎ＝全員） 

調査結果の概要 

Ⅰ.子どもの育ちをめぐる環境 

注1）就学前児童について保護者が回答した結果は「就学前児童」、就学児童

について保護者が回答した結果は「就学児童」と表記しています。 

 

注２）比率（％）は小数点以下第２位を四捨五入で算出しているため、合計が

100％にならないこともあります。  

 就学前児童、就学児童ともに保護者の90%以上が子育てをする上で気軽に相談できる人（場所）がいる

（ある）と回答しており、相談先は「祖父母等の親族」、「友人や知人」が多くなっています。なお、就学

前児童の3.4%、就学児童の5.7%が気軽に相談できる人（場所）がいない（ない）と回答しています。 
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父親 

祖父母 

幼稚園 

保育園 

認定こども園 

小学校 

児童館 

その他 

不明 

Ｑ 子育てに日常的に関わっているのはどなた（どの施設）ですか。（複数回答） 

（ｎ＝全員） 

就学前児童（3613） 

就学児童（2488） 
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祖父母等の親族 

友人や知人 

近所の人 

子育て支援施設・ 

NPO 

保健所・ 

保健センター 

保育士 

幼稚園教諭 

民生委員・児童委員 

かかりつけの医師 

小学校教諭 

自治体の子育て 

関連担当窓口 

その他 

不明 

Ｑ 子育てに関して、気軽に相談できる先は、どなた（どこ）ですか。 

（複数回答）（ｎ＝相談相手がいる人） 

就学前児童（3405） 

就学児童（2285） 
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Ⅱ.保護者の就労状況 

 就学前児童の母親の44.3%、就学児童の母親の61.8%が、フルタイム又はパートタイム等で就労中であ

ると回答しています。また、現在就労していない就学前児童の母親の73.0%、就学児童の母親の64.7%が

将来的に就労したいと回答しています。 

 生活の中での「仕事時間」、「家事（育児）時間」、「プライベート」の優先度について、希望、現実とも

に、多くの人が「家事（育児）時間を優先」と回答しています。また、希望では、就学前児童の保護者の

16.9％、就学児童の保護者の18.5％が「プライベートを優先」と回答していますが、現実で「プライベート

を優先」とした回答した人は１%未満となっています。 
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21.4 
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20.8 
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就学前児童 

（1015） 

就学児童 

（308） 

Ｑ 一番下の子どもが何歳になったら就労したいですか。 

（ｎ＝末子が一定年齢になったら就労したいと思う人） 
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（2488） 

【現実】 

ﾌﾙﾀｲﾑ 

就労中 

16.4 

21.7 

ﾌﾙﾀｲﾑ 

産休・育休・ 

介護休業中 
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就労中 
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1.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 

就学前児童 

（3613） 
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Ｑ あなたの生活の中での「仕事時間」、「家事（育児）」、「ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄの生活時間」の優先度について、「希望」と「現実」それぞれお答えください。 
（ｎ＝全員） 

就労予定 

なし 

18.2 

26.4 

末子が 
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なったら 

51.3 

34.1 

すぐにでも、 

1年以内に 

就労希望 

21.7 
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不明 
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就学前児童 

（1978） 

就学児童 

（903） 

Ｑ 就労したいという希望はありますか。 

（ｎ＝母親が現在就労していない人） 

Ⅲ.ワーク・ライフ・バランス 

Ｑ 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお伺いします。（ｎ＝全員） 

【母親】 
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Ｑ 現在、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」を 

利用していますか。 

（ｎ＝全員：3613人） 

 就学前児童の52.3%が、現在、定期的な教育・保育の事業を「利用している」と回答しています。 

 利用している事業としては、「認可保育園」が最も多く、次いで「幼稚園」が多くなっています。 

 また、現在の利用の有無に関わらず、利用したいと考える事業の第一希望として、「幼稚園」と回答した

人の割合が最も多く、次いで「認可保育園」が多くなっています。 

Ⅳ.平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（就学前児童のみ） 
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Ｑ 平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。（複数回答） 
（ｎ＝教育・保育事業利用者：1888人） 

Ｑ 現在、利用している、していないにかかわらず、定期的に利用したいと考える平日の教育・保育の事業について、利用したい順にお答えください。（複数回答） 

（ｎ=全員：3613人） 
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Ⅴ.放課後の過ごし方（対象：就学児童低学年（一部就学前児童5歳以上を含む。）） 
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Ｑ 現在、放課後児童クラブを利用していない理由

について、もっともあてはまる理由はなんですか。 

（ｎ＝非利用者1427人） 

 現在の放課後の居場所について、多くの人が「自宅」や「習い事」と回答しています。17.8％の人が「放

課後児童クラブ（留守家庭子ども会）」と回答しています。 

 放課後児童クラブを利用していない理由としては、「現在就労していない」、「対象児童の要件に適合して

いない」が多くなっています。また、高学年になったときの放課後の居場所としては、「自宅」や「習い事」

を希望する人が多く、「放課後児童クラブ」と回答した人は、就学前児童（５歳児）で11.9％、就学児童で

17.4％となっています。 
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Ｑ 高学年になったら、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。（複数回答） 

（ｎ＝就学児童低学年、就学前児童5歳以上） 

就学児童低学年（1767） 

就学前児童5歳以上（384） 
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Ｑ 現在、放課後の時間をどのような場所で過ごしていますか。（複数回答） 

（ｎ＝就学児童低学年：1767人） 
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Ⅵ.病児・病後児保育（対象：就学前児童（平日の教育・保育事業利用者）、就学児童低学年） 
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Ｑ 子どもが病気やケガの際、父親または母親が休んで

看た人で、「できれば病児・病後児のための保育施設等を

利用したい」と思ったことはありますか。 

（ｎ＝父親または母親が休んで看た人） 
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■病児・病後児保育施設を利用したい日数(年間) 

（ｎ＝父親または母親が休んで看た人で、病児・病後児保育施設

等の利用希望者） 

 子どもが病気やケガの際に父親または母親が休んで看た人のうち、就学前児童の37.0％、就学児童の

20.9％が「できれば病児・病後児保育を利用したい」と回答しています。 

 また、病児・病後児保育を利用したい日数（年間）については、就学前児童では「4日以上」を希望する割

合が就学児童に比べて多くなっています。 
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Ｑ 私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、一時預か

り等の事業を利用したいと思いますか。 

（ｎ＝全員） 
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Ｑ 利用の目的は何ですか。（複数回答） 

（n=利用希望者） 

就学前児童（1554） 

就学児童（509） 

Ⅶ.一時預かり 

 就学前児童の保護者の43.0％、就学児童の保護者の20.5％が私用等の目的で、不定期の教育・保育事業

を「利用したい」と回答しています。利用したい理由については、「私用、リフレッシュ」と回答した人が

最も多くなっています。 



 

Ⅷ.子どもの遊び環境 

  日常的な遊び場について、多くの人が「自宅や友達の家」や「公園」と回答しています。  

また、「どんな遊び場があればいいかと思うか」という問いに対しては、就学前児童では「水遊び、泥んこ

遊び、木登りなどが自由にでき、その遊びの見守りや支援を行う大人がいる遊び場」が、就学児童では「気兼

ねなくボール遊びなどができる広いグラウンド、広場」がそれぞれ最も多くなっています。  
 

Ｑ 日常的な遊び場は主にどれですか。（複数回答）                   Ｑ どんな遊び場があればいいと思いますか。（複数回答）  
 （n=全員）                                     （n=全員）  

             0%    20%    40%    60%    80%    100%                0%      20%       40%      60%       80% 

 
 

現在、０歳児の保護者の 36.6％、1～２歳児の保護者の 24.9％が常設オープンスペースを「利用してい

る」と回答しています。また、今後の利用意向について、就学前児童の保護者の 36.2％が「利用していない

が、利用したい」または「すでに利用しているが利用回数を増やしたい」と回答しています。  

 
Ｑ 現在、親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、              Ｑ 今は利用していないができれば利用したい、または、 
情報提供を受けたりする場（常設オープンスペース）を                   利用しているが利用日数を増やしたいと思いますか。(ｎ＝全員) 

利用していますか。(ｎ＝全員)                (%)                                                                   (%)  
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た
い
と

は
思
わ
な
い 

不
明 

就学前児童・計 3613 21.5 77.9 0.6 就学前児童・計 3613 26.6 9.6 44.1 19.7 
0 歳 1144 36.6 63.0 0.3 0 歳 1144 32.3 18.8 30.2 18.7 
1～2 歳 1245 24.9 74.5 0.6 1～2 歳 1245 27.1 9.8 43.4 19.8 
3 歳以上 1206 3.7 95.6 0.7 3 歳以上 1206 20.6 0.7 58.2 20.5 
不明 18 16.7 77.8 5.6 不明 18 27.8 0.0 38.9 33.3 

51.9   

46 .0   

64.7   

32.7   

67.8   

3.7   

1.4   

27.8   

68.1   

52. 1   

35.7   

62.2   

4.0   

1.4   

就学前 児童（ 3613 ）   

就学児 童（ 2488 ）   
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Ⅹ.子育てに関する悩みや不安感 

楽しいと感じること 

の方が多い 

62.6 

51.6 

楽しいとつらいが 

同じくらい 

31.1 

35.7 

つらいと感じること 

の方が多い 

3.2 

5.6 

わからない 

1.2 

4.1 

その他 

0.9 

1.6 

不明 

1.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 

就学前児童（3613） 

就学児童（2488） 

Ｑ 子育てを楽しいと感じることが多いですか、つらいと感じることが多いですか。 

（n=全員） 

55.7 

8.2 

15.8 

7.1 

42.9 

40.9 

14.6 

63.2 

3.2 

4.7 

1.1 

31.7 

7.9 

18.4 

- 

28.5 

40.3 

14.2 

67.3 

5.4 

7.0 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子どもの一時預かりなど 

親がリフレッシュするための支援 

ヘルパーなどによる家事支援 

いつでも気軽に子育て 

相談できる体制の整備 

助産師や保健師による 

家庭訪問支援 

同じくらいの年齢の子どもを持つ 

親と気軽に交流できる場の提供 

配偶者・パートナーの 

育児参加のための労働環境整備 

子どもとの関わり方等について 

学べる講座の開催 

子育てにかかる 

経済的支援の充実 

民生委員・児童委員など 

地域の人による支援体制の充実 

その他 

不明 

Ｑ 子育ての精神的な負担を減らすために、どのような支援が必要ですか。（複数回答）（ｎ＝全員） 

就学前児童（3613） 

就学児童（2488） 

 子育てについて、半数以上が「楽しいと感じることの方が多い」と回答しています。一方で、就学前児童で

3.2％、就学児童で5.6％の保護者が「つらいと感じることの方が多い」と回答しています。 

 子育ての精神的負担を減らすための必要な支援については、就学前児童、就学児童ともに「経済的支援」と

回答した人が最も多くなっており、次いで、就学前児童では「親がリフレッシュするための支援」、就学児童

では「配偶者・パートナーの育児参加のための労働環境整備」と回答した人が多くなっています。 


